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目　標

里山は利活用の機会が減り放置されているところが
増えている。公益的機能の低下、鳥獣害の増加など暮
らしに影響も出ている。ボランティアの力で里山の
手入れを進めていく。

多分野連携により、里山と接点がなかった350 人が
活動に参加。整備面積も年間18haに拡大。それにより
生物多様性が増加、里山で地域課題の改善活動が五
つ生まれる。

今後の
展望

多分野の団体との連携による、
里山整備、利活用推進事業
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他分野団体との
連携作業参加者 597人
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里山体験活動を連携した
他分野団体

今年度計画の達成度

目標達成度
活動内容と成果

里山を一緒に、という切り口での他分野との連携は可能性がたくさんある。今後も
多様な分野の団体との連携で里山の可能性を高めていきたい。企画もパートナー
団体との分散型に移し持続可能な運営を強化していく。

①多分野連携、テーマのある里山整備活動
森づくり団体以外の5団体と36回里山整備活動を実施
することができた。参加者合計は延べ413人と目標を上
回ることができた。それにより、全体で約11haの里山整
備を行うことができた
②多分野連携、新たな人と里山の接点をつくる里山空
間、里山資源利用活動
昭和こども食堂（困窮世帯の子どもの支援）、とちぎ若
者サポートステーション（若者の就労支援）、森の幼稚
園、美里学園（福祉施設）、とちぎYMCA（子どもの健全
育成）と14回里山体験活動を実施し、184人が参加

子ども食堂の子どもたちと里山体験活動

若者支援団体の若者たちとの
里山整備活動

■苦労した点
活動回数を多く設定したので、一つ一
つの活動を作りこむことが十分にで
きなかった。もっとテーマ性を高めて
取り組んでいきたい。

■工夫した点
はじめての人でも、里山の経験がない
子どもでも安全に活動できるように
作業オリエンテーションや安全管理
に力を入れて取り組んだ。

（特非）   トチギ環境未来基地
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